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１．北陸地域の農林水産物・食品輸出の現状



● 食料・農業・農村基本計画（令和2年3月31日閣議決定）において、2030年までに農林水産物・食品の輸出額を5兆円
とする目標を設定。

● 経済財政運営と改革の基本方針2020・成長戦略フォローアップ（令和2年7月17日閣議決定）において、中間目標とし
て、2025年までに農林水産物・食品の輸出額を2兆円とする目標を設定。

● 第16回農林水産物・食品の輸出拡大のための輸出国規制への対応等に関する関係閣僚会議（令和4年10月5日）におい
て、円安による外需の拡大を最大限に活用し、2025年2兆円の目標を前倒しで達成できるよう、オールジャパンで輸出
に取組む体制を強力に推進し、輸出を伸ばすことで農林水産業の成長産業化を図り、地域経済を活性化していくこと
が示された。
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農林水産物・食品の輸出額の政府目標【日本全体】



● 2021年の北陸管内からの農林水産物・食品の輸出額は36億円となり、前年比4.2%増加。

● これらの輸出のうち、農産物は全体の62%で22億円となり、前年比13.2%増加。

● 北陸管内では2012年比でみると、2021年は約3.33倍となっており、過去10年間の伸び率では全国数値に比べて高い
（全国は2.75倍）傾向にある。

農林水産物・食品の輸出額の推移【北陸管内】
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単位：百万円

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和３年 前年比(%) 構成比(%)

農産物 669 1,099 1,492 1,955 1,636 2,063 2,722 2,285 1,976 2,236 +13.2 61.9

水産物 359 507 356 575 1,036 1,081 1,340 1,399 1,254 1,287 +2.6 35.6

林産物 56 128 277 294 130 118 107 145 236 88 -62.7 2.4

北陸計 1,084 1,734 2,124 2,824 2,802 3,262 4,169 3,829 3,466 3,612 +4.2 100.0

（注）構成比合計はラウンドにより一致しない。 資料：財務省「貿易統計」を基に、北陸管内の輸出額を北陸農政局作成

※（）内は全国数値。2020年の（9,217億円）は少額貨物及び木製家具を含まない数値。2021年の（11,629億円）は少額貨物を含まない数値

単位：百万円

＋4.2%
（前年比）

2021年2020年2019年2018年2017年2016年2015年2014年2013年2012年

2012年
10億円

2021年
36億円

3.33倍
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2021年の農林水産物・食品の輸出額（1-12月） 品目別、国・地域別【北陸管内】
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北陸計

注：ラウンドにより、総額と内訳計が一致しないことがある。

2021年
（令和3年）

資料：財務省「貿易統計」を基に、北陸管内の輸出額を北陸農政局作成

※コメ・コメ加工品及び加工
食品の計 1,966百万円
（輸出額全体の54.4％）

（単位：千円）

輸出先 金額 輸出先 金額 輸出先 金額

北陸 3,611,722 中華人民共和国 1,029,859 大韓民国 673,734 香港 631,771

1,021,822 大韓民国 339,801 香港 296,850 シンガポール 178,659

　コメ 481,129 香港 219,000 シンガポール 133,685 モンゴル 52,706

　日本酒 469,563 大韓民国 309,282 アメリカ合衆国 65,609 中華人民共和国 62,537

　米菓 71,130 大韓民国 30,519 香港 23,323 台湾 13,110

36,720 大韓民国 24,270 ベトナム 12,062 シンガポール 388

44,948 大韓民国 21,985 台湾 19,089 タイ 2,712

7,927 ロシア 7,927 - - - -

110,430 香港 76,933 カンボジア 33,497 - -

944,078 ロシア 306,048 大韓民国 192,894 マレーシア 165,623

69,998 大韓民国 69,326 シンガポール 427 ロシア 245

2,235,923 大韓民国 648,276 香港 478,910 ロシア 324,828

88,485 中華人民共和国 31,234 アメリカ合衆国 30,850 ベトナム 13,413

1,287,314 中華人民共和国 819,775 ベトナム 199,455 香港 146,317

品目別輸出先国・地域

計

県名 品目名 令和３年

農産物

林産物

水産物

コメ・コメ加工品

青果物

花き

緑茶

畜産物

加工食品

その他

輸出先上位３ヵ国・地域

1位 2位 3位

（単位：千円）

県名 令和2年 令和3年 前年比（千円） 前年比（％）

北陸 3,466,106 3,611,722 145,616 +4.2

778,968 1,021,822 242,854 +31.2

　コメ 427,161 481,129 53,968 +12.6

　日本酒 300,663 469,563 168,900 +56.2

　米菓 51,144 71,130 19,986 +39.1

26,812 36,720 9,908 +37.0

67,882 44,948 △ 22,934 △33.8

3,099 7,927 4,828 +155.8

62,121 110,430 48,309 +77.8

924,898 944,078 19,180 +2.1

112,049 69,998 △ 42,051 △37.5

1,975,829 2,235,923 260,094 +13.2

236,132 88,485 △ 147,647 △62.5

1,254,145 1,287,314 33,169 +2.6

農産物

林産物

水産物

品目別
品目名

計

コメ・コメ加工品

青果物

花き

緑茶

畜産物

加工食品

その他

● コメ・コメ加工品と加工食品で輸出額全体の約54%を占めており、農林物全体の輸出額も13%増加。

● 前年比50%を超える品目としては、「日本酒」「緑茶」「畜産物」などがある。

● 輸出先上位3ヵ国・地域は、中国、韓国、香港で輸出額全体の約52%を占めている。

● 最も増加額が大きかったのが日本酒で、全体で1億6,890万円の増加。韓国向け輸出が1億1,024億円増加。

● 最も減少額が大きかったのは林産物で、全体で1億4,765万円の減少。中国向け輸出が1億2,204億円減少。

2021年2020年

20
21
年
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２．北陸の港湾



利用可能な北陸の港湾

ｺﾝﾃﾅ用電源供給装置
116口

(220V:4口/440V:112口)

ｺﾝﾃﾅ用電源供給装置
6口

(440V:6口)

ｺﾝﾃﾅ用電源供給装置
60口

(220V:10口/440V:50口)
ｺﾝﾃﾅ用電源供給装置

20口
(440V:20口)

ｺﾝﾃﾅ用電源供給装置
12口

(440V:12口)
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※１
○ リーファーコンテナとは、壁面に断熱材を用いた保温コンテナ

で庫内温度維持用の冷凍機が付属。
○ 一般的なリーファーコンテナは、-25℃から+25℃の範囲で、

0.1℃単位での温度設定が可能。
○ 港湾の荷さばき地（コンテナヤード）においては、リーファーコン

テナ用の電源供給装置が必要。

北陸４県：新潟県･富山県･石川県･福井県

隣接する主な６県：山形県･福島県･群馬県･長野県･岐阜県･滋賀県

→低温コンテナ（リーファーコンテナ※1）が取り扱える北陸５港
（新潟･直江津･伏木富山･金沢･敦賀）が立地する県

→北陸５港（新潟･直江津･伏木富山･金沢･敦賀）に近接し、
陸送費等の観点からコストメリットが出やすい県



北陸管内の取組みと北陸港湾における農林水産物の輸出推移
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○ 北陸港湾ビジョン（令和3年3月北陸地方整備局策定）では、貨物ロットが小さい北陸地域の農林水産物・食品等の輸
出を強化するため、関係者と連携し、小口貨物の集荷・混載体制の確立や、商流から物流までを総合的に勘案した輸
出促進の仕組みづくり、港湾における対応施設の整備等について検討を提起した。

○ 令和3年度に入り、北陸管内では、小口貨物の混載輸送実験や各県における農林水産物等の輸出目標額の設定など具
体的な取組みが始まっている。

○ こうした取組みを踏まえ、管内の関係機関及び生産・加工・物流・輸出事業者等と連携し、産直港湾制度の活用の可
能性についても検討を進め、産地と連携した北陸港湾の利活用の拡大を図ることで、高品質かつ効率的な北陸地域の
農林水産物・食品の輸出物流の構築を目指す。

北陸管内からの農林水産物・食品の輸出拡大に向けた取組（一例）

農林水産省
北陸農政局

令和３年度委託事業において、北陸3港（新潟港・伏木富山港・
金沢港）からの農林水産品・食品の輸出拡大を視野に入れた実
証事業を実施した。

地元産の輸出重点品目を中心に混載コンテナに仕立てた上で、
北陸地域の港湾から輸出する場合と太平洋側の港湾（横浜港・
名古屋港・神戸港）から輸出する場合の輸送コスト、所要日数、品
質保持状態などを比較実証し、農林水産物・食品の輸送基地とし
ての北陸港湾の優位性や輸出拡大に向けた課題の洗い出しを
行った。

新潟県

令和3年度県産農林水産物輸出拡大実行プラン策定を行い、重
点品目等の2024年度輸出目標額を50億円と設定した。

・重点品目① 錦鯉 ： 30億円(20年度実績比5億円増）
・重点品目② 米 ： 18億円（同8億円増）
・園芸作物、畜産物のチャレンジ品目：2億円を目標に販売ルー

ト構築

富山県
令和3年度に富山県農林水産物等輸出拡大方針を策定し、令和

8年度（2026年度）の輸出額の目標を、令和2年度（2020年度）の
輸出額の10倍にあたる120億円に設定した。

北陸港湾における農林水産物の輸出実績推移（港湾統計ベース）

出典：港湾統計（年報）

主な輸出品目と輸出先（貿易統計より）
・新潟港：酒類（韓国、香港等）、米（香港、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ等）、ﾍﾞｰｶﾘｰ製品（韓国、香港等）
・伏木富山港：魚類[調整品、冷凍もの]（香港、ﾍﾞﾄﾅﾑ等）
・金沢港：魚類[冷凍もの]（ﾍﾞﾄﾅﾑ、韓国等）、ﾍﾞｰｶﾘｰ製品（香港、ﾍﾞﾄﾅﾑ等）
・敦賀港：米（香港、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ等）、魚類[冷凍もの]（ﾍﾞﾄﾅﾑ、ﾏﾚｰｼｱ等）

6,319 6,239
16,194

9,133
16,881

40,160

20,539 18,510
27,038

20,31912,304 10,292

9,372

38,034
32,202

25,298

36,323
34,131

29,928
35,287

1,184
514

1,514

383 465

1,406

947
1,413

1,872 3,155

19,807 17,045

27,080

47,550 49,548

66,864

57,809
54,054

58,838 58,761

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H23
(2011)

H24
(2012)

H25
(2013)

H26
(2014)

H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

農産品 林産品 水産品

（トン）

港湾統計の品目分類から以下のとおり整理
農産品：農水産品（水産品除く）、軽工業品（砂糖、製造食品、飲料、水、その他食料工業品）
林産品：林産品（薪炭除く）、雑工業品（木製品）
水産品：農水産品（水産品）
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３．港の視点から整理した農林水産物・食品促進に向けた課題



ターゲットとなる輸出相手国・地域の視点

農林水産物の主な輸出相手国・地域と輸出金額（2021年）

出典）農 林 水 産 物 輸 出 入 概 況 ２０２１年（令和３年）
令和4年4月8日 輸出・国際局国際経済課

ターゲットとなる輸出相手国・地域

● 北陸地域の港湾には韓国・中国への直行便の航路が既に
ある。

● 現在の需要を踏まえると、華南地域や東南アジア方面が
ターゲットとなる。

9



農林水産物・食品の輸出に利用する港湾の視点（上位10港及び北陸管内港湾）
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※「港湾調査に用いる品種コード（82品種）」のうち、以下の品目を計上：
農水産品、林産品、軽工業品（砂糖、製造食品、飲料、水、その他食料工業品）、雑工業品（木製品）

資料：令和2年（2020年）港湾統計年報より作成

● 我が国における農林水産品（具体の港湾統計品目は下図注釈のとおり）の港湾からの輸出貨物量は532万トンであり、
横浜港、神戸港、東京港の上位3港で4割以上を占めている。

● 北陸管内港湾は新潟港が最も多い（3.8万トン）が、全国のシェアからみると1%未満となっている。

横浜港

900,452 

17%

神戸港

753,426 

14%

東京港

697,963 

13%
大阪港

364,189 

7%

名古屋港

362,715 

7%

志布志港

340,765 

7%

博多港, 

336,829 , 6%

清水港, 

174,214 , 3%

苫小牧港, 

142,332 , 3%

細島, 118,826 , 

2%

その他

1,132,035 

21%

R2

輸出貨物量

532万トン

全国港湾における農林水産物・食品の輸出量



北陸管内の温度帯別冷凍冷蔵倉庫の視点

冷蔵冷凍倉庫の級別と温度帯
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・北陸管内の県別冷蔵冷凍倉庫の施設状況を示す。
・容積合計では、新潟県が容積約26万m3（28事業者）、次いで富山県が容積19万m3（13事業者）、長野県が容積17万m3（19事業
者）と多い。

・温度帯別によると-20℃～-30℃の冷凍、+10℃～-2℃定温（低温）の冷蔵冷凍倉庫の割合が多い。

※事業所数で重複がある場合は、二重計上していないので、事業者数の合計が合わない場合がある

所管容積 所管容積 所管容積 所管容積 所管容積 所管容積 所管容積

(m3) (m3) (m3) (m3) (m3) (m3) (m3)

新潟 25 225,420 0 0 0 0 1 560 25 225,980 2 3,023 3 524 13 30,719 15 34,266 28 260,246

富山 13 177,343 1 2,478 0 0 1 1,060 13 180,881 2 346 2 276 4 10,153 6 10,775 13 191,656

石川 12 105,698 1 1,855 0 0 0 0 12 107,553 3 2,176 3 1,669 8 21,527 11 25,372 13 132,925

福井 4 39,365 0 0 1 1,879 0 0 4 41,244 0 0 3 6,320 2 845 4 7,165 4 48,409

一般社団法人日本冷蔵倉庫協会HPより2022年（令和4年）6月末現在

都道府県別＜営業用（事業所会員）のみ＞温度帯別所管容積一覧

事業
所数

事業
所数

事業
所数

FC合計

事業
所数

所管容積

(m3)

C1級

-10℃～-20℃

C2級

-2℃～-10℃

温度帯別所管容積（m3）

C3級

+10℃～-2℃

C級計

事業
所数

所管容積

(m3)

F1級

-20℃～-30℃

F2級

-30℃～-40℃

F3級

事業
所数

事業
所数

事業
所数

事業
所数

温度帯別所管容積（m3）

事業
所数

所管容積

(m3)

-40℃～-50℃

F4級

F級計

-50℃～

北陸地域で輸出が伸びている
「日本酒」「畜産物」
「コメ」「青果物」
に適した温度帯の冷凍冷蔵倉庫が立地
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理想の利用港湾及び北陸管内の小口貨物の視点

理想の利用港湾・空港
（GFPへのアンケート調査結果）

資料：「令和元年度北陸管内港湾における物流方策検討業務（北陸地方整備局）」より作成

利用港湾及び空港について、北陸管内を理想と考える利用者は、44件と非常に多い。
港湾空港別に見ると、港湾では、金沢港、新潟港、伏木富山港の利用希望が多い。
一方で利用実態としては、北陸管内以外が多い。

44

1

1

6

6

19

0

27

0 10 20 30 40 50

北陸管内

北陸管内以外

不明

回答なし

（回答数）

利用港湾・空港（理想） 利用港湾・空港（実態）

金沢港

16
33%

新潟港

14
29%

伏木富山港

12
24%

敦賀港

6
12%

直江津港

1
2%

小松空港

9
56%

新潟空港

5
31%

富山空港

2
13%

理想

※具体の港湾・空港は複数回答を含む

GFP：Global Farmers / Fishermen / Foresters / Food Manufacturers Project の略称であり、農林水産省が
推進する日本の農林水産物・食品の輸出プロジェクト

理想の利用港湾・空港を選択できない理由
（GFPへのアンケート調査結果）

理想の利用港湾及び空港を選択できない理由として最も回答が多かったのは、商社
指定であり、次いで航路サービス、取引先の指定、小ロットなどである。商社や取
引先が理想の港湾を利用しない理由については、同様に航路サービスや、小ロット、
輸送コストなどが要因になっている可能が考えられる。

区分 件数 構成比

商社指定 19 36.5%

航路サービス 5 9.6%

取引先の指定 5 9.6%

小ロット 3 5.8%

輸送コスト 2 3.8%

その他 7 13.5%

取引なし 4 7.7%

回答なし 7 13.5%

合計 52 100.0%

主な理由
【商社指定】

・間接輸出であり、商社の指定があるため
【航路サービス】

・便がない、少ない、高い
【小ロット】

・コンテナ1本を自社で仕立てられないため
【その他】

・商社が地元にない。
・直接輸出するノウハウが少ない

北陸管内の小口貨物

•北陸管内を生産・消費地とする農水産品の輸出入件数、総重量、1TEU当たり
の重量別件数を示す。

・1TEU当たりの取扱量が10トンに満たない貨物が、輸出で約40％、輸入で約
15％であり、特に輸出は10トン以下の件数が多く、小口での出荷が多いこと
がわかる。

北陸管内農水産品の輸出入状況（県別）

輸出件数 総重量（t） 10t以下件数 10t以下割合 輸入件数 総重量（t） 10t以下件数 10t以下割合

新潟県 110 3,536 45 41% 210 23,140 20 10%

富山県 33 1,072 17 52% 51 2,032 13 25%

石川県 23 582 8 35% 41 1,856 9 22%

福井県 9 260 5 56% 19 1,086 4 21%

管内計 175 5,450 75 43% 321 28,114 46 14%

※農水産品、軽工業品（砂糖、製造食品、飲料、水、その他食糧工業品）を対象とする

輸出 輸入

北陸管内農水産品の輸出入状況

10トン未満

75
43%

10トン以上

100
57%

北陸管内 輸出件数

（175件）

10トン未満
46

14%

10トン以上

275
86%

北陸管内 輸入件数

（321件）

資料：全国輸出入コンテナ貨物流動調査結果（H30）を用いた「令和元年度北陸管内港湾にお
ける物流方策検討業務（北陸地方整備局）」データより作成
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４．取組みの方向性と産直港湾制度
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北陸農政局及び関係省庁と連携した農林水産物・食品の輸出促進に向けて

北陸地域農林⽔産物等輸出促進連絡協議会 農政局輸出促進チーム

国産原材料の需要拡大・輸出の更なる拡大

（酒） （商社） （港湾空港）
情報共有、イベント開催、検討会など
具体的な取組を推進各省連携の強化 国税局 経産局 整備局

（観光）

運輸局

【 情報発信 】
輸出促進メール
（月１回＋α）

【食文化発信】

酒、料理・つまみ、器をセッ
トにした食文化発信

国内および国外の商談会
等の利⽤による需要促進

＋

商談会等の情報提供
などタイムリーな情報

提供

【 事業者への寄り添い支援 】

現場のニーズにあった
きめ細やかな対応

【 農林漁業者 】

食料
品加
工

【加工事業者 】

食品加工
製造

農林⽔産
物生産

引き続き輸出拡大の可能性のある
支援事業者に対する支援を継続

北陸の港湾・空港から
の混載輸出の実現

管内の商社、物流事業者、
輸出事業者の濃密な連携

を助⻑

「小口でも輸出
できる環境づくり」

国産原材料の
使用促進

現場の必要としている情報を

的確かつタイムリーに発信

【北陸からの混載輸出 】

コミュニティ内の
プロジェクトとも連携GFPコミュニティサイト

ＧＦＰへの対応
訪問診断

【輸出産地の育成・展開】

団体・国税局と連携した
輸出拡大の働きかけ、輸出事業計
画策定フォロー、マッチング等の支援

清涼飲料⽔ 清酒（日本酒）

コメ・パックご飯

輸出事業計画の策定と
課題・対応案の明確化

味噌

鶏肉

菓子 醤油

その他

輸出事業計画策定支援チーム
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産地と港湾が連携した農林水産物・食品のさらなる輸出促進

○2030年の農林水産物・食品の輸出額を５兆円とする政府目標の達成に向け、港湾を通じた農林水産物・食品
の輸出をこれまで以上に促進するため、生産関係者や港湾関係者が連携して策定する実施計画を農林水産
省及び国土交通省が共同して認定した場合の施設整備に係る支援等を実施。

＜農林水産物・食品の輸出額の推移と輸出手段別割合＞

4,431 4,593 4,968 5,661 5,878 6,560
8,043263 268 355

376 370
381

570

2,757 2,640 2,750
3,031 2,873 2,276

3,016
604

756

0

5,000

10,000

15,000

2015年2016年2017年2018年2019年2020年2021年 … 2030年

農産物 林産物

水産物 少額貨物
１兆2,385億

7,451億

約5倍
50,000

億円

政府目標
5兆円

(2030年)

…

１兆
2,385億円

2021年

海上コンテナ
82.0%

海上バルク
8.9%

航空貨物
9.1%

（輸出額の９割以上が港湾経由）

出典：農林水産省資料、貿易統計に基づき国土交通省港湾局作成

① 生産者、卸売事業者、物流・港湾事業者が連携した計画を策定

＜具体の取組イメージ＞

生産者 卸売事業者 物流・港湾事業者

産地 国内流通（市場等） 港湾 海外

小売業者

② 高機能コンテナやＲＯＲＯ船を
活用した実証事業の実施

農林水産物・食品輸出に関係する川上から川下までの連携を強化

③ 民間事業者によるコールドチェーンの確保に
資する施設等の整備

農林水産省 国土交通省

④ 関連する予算の重点化

輸出先国の政府機関等との
協議の加速化

輸出に必要な施設認定等の
輸出手続の円滑化

輸出先国の規制に関する情報
提供等による事業者の支援

① 関係者が連携
した計画を策定

② 実証事業の
実施

③ 民間事業者によるコールド
チェーンの確保に資する
施設等の整備

④ 関連する予算の重点化
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産地と港湾が連携した農林水産物・食品のさらなる輸出促進の適用事例

連携水揚港湾
静岡市中央卸売市場

石狩湾新港・苫小牧港

コールドチェーンの確保
輸出環境の強化

小口貨物等
積替円滑化
支援施設

紋別港・根室港・増毛港・
枝幸港・苫小牧港

水産物の商品価値の向上
輸出競争力の強化

屋根付き岸壁

長野県

静岡県

山梨県

流通加工
機能を備えた

物流施設

H29d

H29d・R3d

リーファー
コンテナ

電源供給施設

リーファー
コンテナ

電源供給施設

コールドチェーンの確保
輸出環境の強化

コールドチェーンの確保
輸出環境の強化

小口貨物等
積替円滑化
支援施設

コールドチェーンの確保
輸出環境の強化

小口貨物等
積替円滑化
支援施設

清水港

（金剛産業㈱の例）

輸出拠点港湾 清水港（港湾管理者） 堺泉北港
（港湾運営会社）

輸出拠点
港へ集約

冷凍コンテナ輸出
（中国向けの他、国際フィーダー

船等による北米、欧州向け）

増毛港
（連携水揚港湾）

枝幸港
（連携水揚港湾）

紋別港
（連携水揚港湾）

根室港
（連携水揚港湾）

苫小牧港
（輸出拠点港湾・連携水揚港湾）

石狩湾新港
（輸出拠点港湾）

冷凍コンテナ輸出
（主に中国向け）

ましけ

えさし

北海道６港湾

R3d
H29d

H29d

H29d

R4d

堺泉北港

○ 農林水産物・食品の輸出促進に向けた取組については、港湾管理者等向けに、屋根付き岸壁や温度・衛生管
理が可能な荷さばき施設等への支援として、北海道６港湾、清水港及び八代港へ適用。

○ 令和３年度から、民間事業者向けに支援を拡充し、農林水産省と連携した、産地による海外への直航サービス
を活用した輸出を促進するための港湾である「産直港湾」を支援する取組として、清水港及び堺泉北港へ適用。



国際フィーダー航路の拡充
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神戸～敦賀・舞鶴～境港～神戸航路
○神戸港と敦賀港、境港を結ぶフィーダー航路でトライアル運航を実施

（令和3年12月7日に敦賀港、8日に境港に入港）。
○2022年3月より神戸～敦賀・舞鶴～境港～神戸航路として定期化。

運航ルート（週１便）
敦賀港 ⇔ 境港 ⇔ 神戸港

令和3年12月7日に敦賀港入港
○事業者：井本商運（株）
○使用船舶：

「だいこく」749G/T（総トン）
最大積載貨物量 189TEU

神戸港～秋田港～新潟港航路（北九州（ひびき）接続）

○事業者：井本商運（株）
○運航ルート：神戸港 ～ 秋田港 ～ 新潟港

【北九州港（ひびき）で接続】
○運航開始時期：令和４年11月
○使用船舶：「さくら」 400TEU型内航コンテナ船、2,507G/T（総トン）

初回運航スケジュール

本 船：OOCL NORFOLK VOY255N（KTX2）
令和４年11 月 ９日（水） 神戸港入港

内航船：さくら（400TEU 型内航コンテナ船／2,507GT）
11 月11 日（金） 神戸港発
11 月15 日（火） 秋田港
11 月16 日（水） 新潟港
11 月19 日（土） 北九州港（ひびき）

※以降、神戸～ひびき（土）～秋田（火）～新潟（水）～ひびき（土）～神戸
で定曜日運航（ひびきにて神戸間の内航コンテナ船に接続）

令和4年10月21日
阪神国際港湾株式会社プレス資料より

運航スケジュール

本 船：OOCL主力ブランド、KTX1,2,3サービス等を中心に神戸港を発着する母
船サービスと接続

内航船：だいこく（200TEU 型内航コンテナ船／749GT）
神戸（土）～ 敦賀・舞鶴（火）～ 境港（水）～ 神戸（土）

舞鶴
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５．参考資料



輸出に対する円安・物価高の影響

19
第16回農林水産物・食品の輸出拡大のための輸出国規制への対応等に関する関係閣僚会議（令和4年10月5日）資料



GFPへのアンケート調査

・農林水産省北陸農政局では、「北陸地域における農林水産物・食品の輸出に係る混載物流可能性調査」において、北陸地
域のGFPコミュニティメンバーを対象にアンケート調査を実施している。
ここでは、本アンケート調査結果の分析を行い、北陸地域農林水産品輸出動向の現況と課題を把握する。

GFP：Global Farmers / Fishermen / Foresters / Food Manufacturers Project の略称であり、農林水産省が推進する日本の農林水産物・食品の輸出プロジェクト

資料：GFPの取組について,農林水産省（平成31年3月15日）20



● 農林水産物・食品の海外への輸出額は近年着実に増加を続けており、2021年には初めて1兆円を達成した。

● 新型コロナウイルス感染拡大の影響が続く状況下でも、小売店向けやEC販売など、消費者のニーズの変化に応える新
たな販路への輸出が好調だったほか、輸出拡大に向けて政府一丸となって行った様々な取組みも功を奏し、多くの品
目で輸出額が増加した。

農林水産物・食品の輸出額の推移【日本全体】

21

農林水産省資料

2012年
4,497億円

2021年
1兆2,38２億円

2.75倍

（単位：億円）

＋25.6%
（前年比）



2021年の農林水産物・食品の輸出額（1-12月）品目別【日本全体】

● 前年比50%を超える品目としては、「日本酒」「ウィスキー」「牛肉」「りんご」「いちご」「かんきつ」「切花」
「ホタテ貝（生鮮・冷蔵・冷凍等）（調整）」「真珠」などがある。

22



2021年の農林水産物・食品の輸出額（1-12月） 国・地域別【日本全体】

● 輸出先上位3ヵ国・地域は、中国、香港、アメリカで輸出額全体の約52%を占めている。

23



農林水産物・食品の輸出手段別割合【日本全体】

24

リーファーコンテナ
○ リーファーコンテナとは、壁面に断熱材を用いた保

温コンテナで庫内温度維持用の冷凍機が付属。
○ 一般的なリーファーコンテナは、-25℃から+25℃の

範囲で、0.1℃単位での温度設定が可能。
○ 港湾の荷さばき地（コンテナヤード）においては、リ

ーファーコンテナ用の電源供給装置が必要。

上段左：リーファーコンテナ外観

上段右：荷さばき地に設置され
ているコンテナ用電源供
給装置

中 段：リーファーコンテナ側
面と内観

下段左：生鮮品（キャベツ）のリ
ーファーコンテナへの積
み込み風景

出典：農林水産省資料、貿易統計に基づき国土交通省港湾局作成

１兆
2,385億円

2021年

海上コンテナ
82.0%

海上バルク
8.9%

航空貨物
9.1%

＜農林水産物・食品の輸出手段別割合＞

（輸出額の９割以上が港湾経由）
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取扱貨物量の推移（重要港湾以上）

3,467 3,348 3,295 3,220 3,037 3,117 3,230 3,177 
2,850 2,935 

355 583 693 695 
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443 355 454 
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339 
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353 348 

302 
309 

1,453 1,501 1,480 
1,531 

1,564 
1,590 

1,596 1,715 

1,640 
1,674 

7,117 7,218 7,305 7,153 
6,962 

7,158 7,296 7,316 

6,740 
6,940 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

万トン
北陸地域の港湾取扱貨物量の推移（フェリー含む）

新潟港 直江津港 両津港 小木港 伏木富山港 七尾港 金沢港 敦賀港 合計

出典：港湾統計（年報）

北陸港湾別貨物シェア

輸移出入別シェア

○ 令和３年の北陸港湾における取扱貨物量（フェリー含む）は約6,940万トン（速報値）
○ 港湾別では新潟港が約42％、次いで敦賀港が24％を占めている。
○ 外貿が約53％、内貿が約47％となっており、輸入が約43％と最も多い。

（速報値）

R1比
92.1%

新型コロナ感染症の影響により貨物量
が減少したが持ち直しつつある状況

R1比
94.9%

輸出

10.0%

輸入

43.4%
移出

18.1%

移入

28.5%

R3
取扱貨物量

計 6,940万トン

新潟港

42.3%

直江津港

9.9%両津港

3.8%

小木港

0.0%
伏木富山港

9.8%

七尾港

5.7%

金沢港

4.5%

敦賀港

24.1%

R3
取扱貨物量

計 6,940万トン
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外貿コンテナ取扱貨物量の推移

175 181 175 161 156 162 171 176 173 168

29 30 31
29 29 30 33 37 34 28

65 73 78
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千TEU
外貿コンテナ取扱貨物量の推移

新潟港 直江津港 伏木富山港 金沢港 敦賀港

○ 令和3年の外貿コンテナ取扱貨物量は約36万TEU別では新潟港が47％、次いで伏木富山港が19％を占めている。
○ 新型コロナ感染症の影響により取扱貨物量が減少している状況。

出典：港湾統計（年報）

新型コロナ感染症の
影響により貨物量減少

（速報値）
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百万ﾄﾝ

年

長距離ﾌｪﾘｰ・内貿定期RORO船貨物量(航路別)

敦賀－博多(RORO)

敦賀－苫小牧(RORO)

敦賀－新潟

敦賀－秋田

敦賀－苫小牧

新潟－秋田

新潟－苫小牧

新潟－小樽

※離島フェリー航路除く

長距離フェリー・内貿RORO船取扱貨物量の推移

単位：フレートトン

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
新潟－小樽 4,082,825 3,644,960 3,727,300 3,144,615 3,848,140 3,894,185 4,583,950 5,675,580 5,556,290 5,267,570
新潟－苫小牧 4,179,410 4,030,600 4,062,495 4,182,015 4,069,380 4,291,360 4,400,635 4,138,635 4,074,405 3,655,745
新潟－秋田 69,620 65,935 70,955 119,430 135,940 170,180 221,130 205,590 194,555 186,275
敦賀－苫小牧 7,367,740 7,292,375 7,686,745 7,858,090 7,581,060 8,050,025 8,009,095 8,190,555 8,287,115 7,805,790
敦賀－秋田 293,000 260,745 240,980 229,080 208,750 156,970 139,830 184,210 197,650 162,475
敦賀－新潟 173,805 98,100 122,860 121,270 154,260 167,740 175,220 171,315 174,780 153,305

敦賀－苫小牧(RORO) 1,909,418 1,868,823 1,770,931 1,822,760 2,003,064 2,298,441 2,610,395 2,457,472 2,714,571 2,741,030
敦賀－博多(RORO) 515,520 715,237

合計 17,996,428 17,291,318 17,738,806 17,526,760 18,048,314 19,087,441 20,120,810 21,015,787 21,694,556 20,654,477



北陸の航路（外貿コンテナ・国際RORO）
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航路名 船社名 頻　度

興亜LINE 週１便（火）

長錦商船 週１便（木）

Xﾌﾟﾚｽ

・ﾌｨｰﾀﾞｰｽﾞ
週１便（日）

週１便（水）

週１便（土）

天敬海運

高麗海運

高麗海運

汎洲海運
週１便（火）

中国航路 神原汽船
週２便

（火）（金）

韓国航路 長錦商船 週１便（火）

天敬海運

高麗海運

長錦商船

興亜LINE
週１便（水）

Xﾌﾟﾚｽ

・ﾌｨｰﾀﾞｰｽﾞ
週１便（月）

天敬海運

高麗海運

高麗海運
南星海運

週１便（火）

高麗海運

汎洲海運

南星海運

週１便（水）

中国航路 神原汽船 週１便（月）

極東ロシア航路 ＦＥＳＣＯ 月２便（月）

週１便（月）

週１便（金）

高麗海運 週１便（土） 金沢－敦賀－舞鶴－釜山－境－（金沢）

Xﾌﾟﾚｽ

・ﾌｨｰﾀﾞｰｽﾞ
週１便（水）

高麗海運

南星海運
週１便（月）

高麗海運

汎洲海運
週１便（木）

中国航路 神原汽船 週１便（木）

興亜LINE

長錦商船
週１便（火）

高麗海運 週１便（日） 敦賀－舞鶴－釜山－境－金沢－（敦賀）

敦賀－伏木富山－新潟－金沢－釜山－釜山新－釜山－（敦賀）

新潟港

直江津港

伏木富山港

金沢港

敦賀港

金沢－新潟－大連－青島－上海－富山－新潟－小樽－上海－（金沢）

韓国航路

伏木富山－横浜－清水－名古屋－神戸－釜山－ボストーチヌイ

－ウラジオストク－(伏木富山)

韓国航路

長錦商船

興亜LINE

金沢－新潟－舞鶴－境－浜田－釜山－（金沢）

金沢－釜山－釜山新－敦賀－伏木富山－新潟－（金沢）

金沢－釜山新－新潟－伏木富山－秋田－（金沢）

韓国・中国航路

金沢－伏木富山－新潟－苫小牧－石狩－境港－釜山－蔚山－光陽

－連雲港－青島－釜山－（金沢）

金沢－蔚山－釜山－光陽－寧波－上海－釜山－新潟－伏木富山

－（金沢）

韓国航路

伏木富山－新潟－金沢－釜山－釜山新－釜山－敦賀－（伏木富山）

伏木富山－秋田－金沢－釜山新－新潟－(伏木富山)

韓国・中国航路

週１便（日）
伏木富山－直江津－蔚山－釜山－釜山新港－光陽－天津新港－大連

－浦項－釜山－新潟－（伏木富山）

伏木富山－新潟－苫小牧－石狩－境港－釜山－蔚山－光陽－連雲港

－青島－釜山－金沢－（伏木富山）

伏木富山－金沢－蔚山－釜山－光陽－寧波－上海－釜山－新潟

－（伏木富山）

伏木富山－新潟－小樽－上海－金沢－新潟－大連－青島－上海

－（伏木富山）

週１便（土）
新潟－伏木富山－直江津－蔚山－釜山－釜山新－天津新－大連
－浦項－釜山－（新潟）

新潟－伏木富山－金沢－蔚山－釜山－光陽－寧波－上海－釜山

－釜山新－（新潟）

新潟－小樽－上海－金沢－新潟－大連－青島－上海－富山－（新潟）

直江津－酒田－秋田－釜山－釜山新/釜山－（直江津）

韓国・中国航路 週１便（月）
直江津－蔚山－釜山－釜山新－天津新－大連－浦項－釜山－新潟

－伏木富山－（直江津）

航　　　　　路

韓国航路

新潟－舞鶴－境－浜田－釜山－金沢－（新潟）

新潟－金沢－釜山－釜山新－敦賀－伏木富山－（新潟）

新潟－伏木富山－秋田－金沢－釜山新－（新潟）

韓国・中国航路

高麗海運

南星海運

新潟－苫小牧－石狩－境港－釜山－蔚山－光陽－天津新－青島

－光陽－釜山－志布志－小名浜－仙台－常陸那珂－清水－釜山

－光陽－連雲港－青島－釜山－金沢－伏木富山－（新潟）

新潟－釜山－蔚山－光陽－上海－寧波－釜山－常陸那珂－仙台

－苫小牧－釧路－石狩－酒田－（新潟）

ＲＯＲＯ船定期航路



北陸管内の内貿定期航路図
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【長距離フェリー航路】

【RORO船航路】

【国際フィーダー航路】

（R4年10月現在）

港湾名 頻　度 航　　　　　路

週１便（火） 敦賀－舞鶴－境－神戸

船　社　名

井本商運㈱敦賀港

港湾名 頻　度 航　　　　　路

週６便（月～土） 敦賀－苫小牧－（敦賀）

週６便（月～土） 敦賀－博多－（敦賀）
近海郵船㈱

船　社　名

敦賀港

港湾名 頻　度 航　　　　　路

週６往復 新潟－小樽

週６往復

※うち敦賀からは
週１往復

（敦賀）－新潟－秋田－苫小牧

週７往復 敦賀－苫小牧

週１往復（月） 敦賀－新潟－秋田－苫小牧
敦賀港 新日本海ﾌｪﾘｰ㈱

船  社  名

新潟港 新日本海ﾌｪﾘｰ㈱

港湾名 頻　度 航　　　　　路

敦賀港 週１便（月）井本商運㈱ 敦賀－大竹－神戸

船　社　名

【コンテナ航路】

【離島フェリー航路】

港湾名 頻　度 航　　　　　路

新潟港 日５便 新潟－両津

船  社  名

佐渡汽船㈱

令和３年度の主な航路の変化
敦賀港 国際フィーダー航路 トライアル → 定期化（1便/週）

令和４年度の主な航路の変化
新潟港 国際フィーダー航路 定期化（1便/週）

◉
2022年11月
北九州

（ひびき）



北陸管内港湾の農林水産品輸出貨物量
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北陸管内港湾の農林水産品輸出貨物量

※「港湾調査に用いる品種コード（82品種）」のうち、以下の品目を計上：
農水産品、林産品、軽工業品（砂糖、製造食品、飲料、水、その他食料工業品）、雑工業品（木製品）

資料：令和2年（2020年）港湾統計年報より作成
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○コンテナ船の大型化の進展により、岸壁の利⽤待ち（滞船）が発生し、定時性の確保が難しくなった。
○既存の333ｍの岸壁を75ｍ延伸することで、コンテナ船２隻同時接岸が可能となり、滞船（平均12時間待ち）が解消した。
○物流環境の改善等を踏まえ、⾷品メーカーの地元⼯場が新規投資を⾏うなど、⺠間投資が促進された。

1.2万㌧級船

【参考例】設備投資等効果
(⾷品メーカー)

物流環境の改善等を踏まえ、地元製造業が工場を増設
したことにより、伏木富山港からの輸出拡大が図られた

企業の設備投資を促進

84隻

3隻

1,024時間

29時間

0
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1,000

1,200
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80

100

120

2015 2020

滞船隻数
滞船時間

※1.2万㌧級、1,000TEU型

コンテナ船（※）の
２隻同時荷役に対応

国際物流ターミナル 延伸整備 （新湊地区）

平均12時間待ちが
概ね解消︕

航路の定時性確保
により安定した物流

が可能に

658
923 1,018

1,203

3.4

4.7 5.1

6.5

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

0

500

1,000

1,500

2017 2018 2019 2020

包装⽶飯等の輸出数量・貿易額

輸出量 輸出額

（トン） （億円）

出典︓「コメ・コメ加⼯品の輸出実績」（農林⽔産省）を基作成
資料︓財務省「貿易統計」
注︓包装⽶飯、その他加⼯⽶飯のほか、加熱またはその他の調製をした調製⾷料品のうち⽶のものを集計。
(H27年1⽉から単独のコードとして独⽴。)
※EUはR2年2⽉以降の統計からイギリス分が除かれている。

整備後
（隻） （時間）

整備に伴う効果 滞船の減少

整備前

岸壁 333m
延伸
75m

拡張
2.5ha

整備後
岸壁延⻑ 408m
ふ頭⽤地面積 13.1ha

ふ頭⽤地 10.6ha

関係者の声

先船の出港から後続船の接岸
までの待機時間が大幅に削減
され、定期船としての運航効
率が向上した。

食品メーカー
増設した工場

⾷品メーカー地元⼯場が、
２０１９年４⽉に⼯場を
増設し、国内向けだけで
はなく、海外への年間輸
出量をこれまでの４倍と
なる１００万⾷を目指し、
伏木富山港からコンテナ
で輸出。

1.2万㌧級船

地元である伏木富山港の岸壁
が整備されたことで利便性が
更に向上し、安定した輸出を
する事が出来るので助かる。

海運関係者

岸壁延伸
R1 供用開始

設備投資額：約33億円
新規雇用数:約30人

事例）伏木富山港 既存ストックを有効活用した岸壁延伸により船の滞船解消



事例）北海道における農水産物輸出促進計画を踏まえた取組

小口積替円滑化支援施設

リーファーコンテナ電源供給装置

エアカーテン設置 昇降機設置

温度管理型冷凍冷蔵倉庫

○ 平成29年５月、輸出促進に必要な港湾施設の戦略的整備や北海道６港湾の連携強化に取り組むこととする農水産物
輸出促進計画（６港湾の港湾管理者連名）を認定。

○ 「連携水揚港湾（５港）」における屋根付き岸壁の整備により、水産物の商品価値を向上させるとともに、 「輸出拠点港湾（２港）」
において温度管理型冷凍冷蔵倉庫やリーファーコンテナ電源供給装置の整備を支援し、水産物の輸出環境を改善。

屋根付き岸壁

増毛港
R3d 整備済み
（整備済：１棟／１棟）

根室港
R4d ２棟目暫定供用

（整備済：２棟／３棟）

苫小牧港：R2d 整備済み、R2d 整備済み
（整備済：３棟／３棟）

リーファーコンテナ電源供給施設

紋別港
R4d 5棟目暫定供用

（整備済：５棟／７棟）

枝幸港
R4d １棟目暫定供用

（整備済：１棟／５棟）

６港湾の連携強化
（イメージ）

輸出拠点
港へ集約

輸出
販路
拡大

魚価
UP

ブラ
ンド
力
UP

冷凍コンテナ輸出
（中国向けの他、国際フィーダー

船等による北米、欧州向け）

各港での取組状況

連携水揚港湾
紋別港・根室港・増毛港・

枝幸港・苫小牧港

水産物の商品価値の向上
輸出競争力の強化

屋根付き岸壁

石狩湾新港・苫小牧港

コールドチェーンの確保
輸出環境の強化

小口貨物等積替円滑化支援施設

温度管理型冷凍冷蔵倉庫

リーファーコンテナ
電源供給施設

輸出拠点港湾

石狩湾新港：R1d 整備済み
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事例）屋根付き岸壁の整備効果（苫小牧港）

・鳥の糞尿、羽根等の異物混入が全く無くなり、衛生環境が向上した。漁獲物が風雨に曝されることにより、鮮度の
低下や、気温が高い時期の鮮度低下が解消された。

・屋根付き岸壁の防風効果により、水産物の凍結がほぼ解消。輸出（韓国）向けスケソウダラはウロコ付きのもの
が評価されるが、凍結によるウロコの剥落が防止され、商品価値を維持した。

・バイヤーの評価は屋根による品質・衛生管理の強化で好印象。香港イオン等への輸出が開始された。

整
備
前

陸揚げ作業

陸揚げ時に、屋根の下で鳥の糞尿、
風雨等から保護され、夏場の日差しを
防ぎ、単価下落を防止。

屋根付き岸壁の防風効果により、風
による冷却が低減され、水産物の凍
結が防止。

屋根の下での選別・保管作業が可能
となり、品質・衛生管理が強化された。
バイヤーの評価も好印象。

整
備
後

網外し作業 選別・保管作業

出典：苫小牧漁業協同組合 苫小牧港漁港区 屋根付岸壁 整備効果調査（2019.2）

野ざらし状態の水産物

屋根の下での陸揚げ作業

積雪・寒冷下での網外し作業

屋根の下での網外し作業

積雪・寒冷下での選別・保管作業

屋根の下での選別・保管作業
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事例）産地・港湾が連携した農林水産物・食品のさらなる輸出促進事業（清水港）

世界各地へ
（香港、シンガポール等）

圏
央
道

東名高速道路

新東名高速道路

中
部
横
断
自
動
車
道

山梨県
もも、ぶどう 等

静岡県
メロン、いちご 等

長野県
レタス、りんご 等

静岡市
中央卸売市場
（集貨拠点）

清水港

○ 令和３年８月、清水港と産地が連携し更なる輸出促進に取り組むため、静岡県は、生産者、卸売事業者、物流事業者、
静岡市・県及び国で構成される官民連携協議会での議論を踏まえ、「産地・港湾連携型農林水産物・食品輸出促進
計画（連携計画）」を策定し、国土交通省港湾局長及び農林水産省輸出・国際局長により共同認定を行った。

○ 令和３年に山梨－静岡間が全線開通した中部横断自動車道や、内航RORO航路を活用し、静岡県内、近隣県、九州
等の産地から農産品を集荷・大ロット化することで、清水港からの輸出を促進する。

○ 同計画に基づき、静岡県によるリーファープラグの整備（清水港袖師地区）、静岡ＶＦ（株）によるドックシェルターの整
備（静岡中央卸売市場）を支援する。

九州等から

内航RORO船 国際コンテナ船

約10km

令和３年８月29日
全線開通

長野県

静岡県

山梨県

【事業主体】
静岡VF㈱

【事業内容】
温度・衛生管理が可能
な荷さばき施設の整備

【整備箇所】
静岡市中央卸売市場

【事業主体】
静岡県（港湾管理者）

【事業内容】
リーファープラグ整備１基
（5口）

【整備箇所】
清水港（袖師地区） 整備のイメージ
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事例）産直港湾「堺泉北港」を核とした阪神港等を通じた農産物の輸出拡大
農林水産物・食品輸出促進計画（促進計画） 概要

○ 堺泉北港の堺青果センターには、国内有数の農産物の集荷・販売拠点である大阪府・市中央卸売市場等を

通じて全国の産地から多種多様な品目の農産物が集荷され、仕向地や品目等に応じて外貿コンテナの輸出

拠点である阪神港（大阪港・神戸港）または関西国際空港を通じて輸出されている。

○ 当該センターのコールドチェーンの強化を通じて輸出品の品質を向上させ、我が国の高品質な農産物へのアジア等

からの需要に応え、堺泉北港を核とした阪神港等を通じた農産物の輸出の拡大を図る。

関西国際空港

大阪市中央卸売市場 本場

大阪府中央卸売市場 北部

大阪港

高速道路

神戸港

近畿圏内をはじめ全国から集荷

■ ターゲット：

香港、シンガポール、台湾等

コールドチェーンの確保
輸出環境の強化

小口貨物等積替円滑
化支援施設への支援

（金剛産業㈱の例）

堺泉北港
堺青果センター

■ 主な対象品目：

主な品目 産 地

みかん 和歌山

柿 奈良、和歌山

桃 和歌山、山梨

イチゴ 福岡、香川

シャインマスカット 長野、山梨

リンゴ 青森

梨 鳥取、大分

かんしょ 大分、香川

■ 目標：
大阪港等における農産物輸出
コンテナ貨物取扱量

約１．２倍

2020年
約16.5千TEU

2020年代後半
約19.2千TEU

35


